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これまでICTは郊外の大規模工事を中心に活用されてきたが、FSS型では

となるように、国土交通省のICT要領をカスタマイズし、ICT活用の内容をパッケージ化している。

現場技術者がICT導入の である を置いている。

誰でも操作が簡単で小規模現場に適している「 」(以降、TSという)を使用機器に指定

誰でも迷うことなくICT活用施工ができるように導入する作業を明確化

FSS型(TS)

１人で測量

にICTを導入

従来施工（レベル測量機）

レベル測量機をTSに
置換えるイメージ

全ての作業でTSを
使用して実施する

起工測量 丁張設置 出来形管理

操作が簡単



下図は、どの作業がICT活用にできるのかを、施工フローの順番でまとめたもの。

縦横断設計は、従来方法と同じだが、設計結果を3次元設計データにすることで、ICT建機等施工と3次元出来形管理を施工することが可能となる。

※○数字はICT施工ステップ
基準点・仮BM確認・道路中心・境界石確認

縦横断設計

既設舗装版等撤去

従来どおりの施工

生

Memo



ICT導入初回から全ての施工プロセスを実施することは、現場状況や各企業の実情等から困難な場合が
想定されることから、部分的な実施から全施工プロセスまで複数の施工モデルを設定。
前ページのICT対象作業を参考に、下表の施工モデルのどのタイプが実施可能かを選択すること。

市策定単価
(TS１か月分)

市策定単価 ICT積算
(国交省)

従来積算

市策定単価
(TS１か月分)

市策定単価 ICT積算
(国交省)

従来積算

１点/２点

※１

市策定単価
(TS１か月分)

市策定単価 ICT積算
(国交省)

従来積算

○ － — — ○
市策定単価
(TS１か月分)

－ － 従来積算

（※１）施工プロセス③(3)ICT建機を実施した場合は、全ての施工プロセス実施となり成績は２点となる

※TS１か月分について：プロセス③は、(1)丁張と(2)掘削・路盤下がり管理をあわせて実施した場合も1か月分の計上。

 　　　　　　　　　　　プロセス④は、(1)掘削と(2)路盤・As舗装等をあわせて実施した場合も1か月分の計上。

Ⅳ.部分型（起工のみ）

○ ○

Ⅲ.部分型（起工+出来形）

Ⅱ.部分型（起工+丁張）

○ ○

１点
市策定単価
(TS１か月分)

１点
—

—

—

—

——

△

—

市策定単価
(TS１か月分)

○△

○

△

市策定単価
(TS１か月分)

△

Ⅰ.基本型（全て実施）
○ ○

○
(1)(2)片方施工でもよい

○
(1)(2)片方施工でもよい

2点

—

 

○

—

市策定単価
(TS１か月分)

△○

○

—

—

生



TSによる現況測量を行う。
一度の計測で、位置情報(SP点と道路中心からのLRオフセット距離)とレベルを取得できる。

POINT
後続作業のため、起工測量時にTSの後方交会用の工事基準点をできるだけ多く設置しておくこと。

後続作業：丁張設置、3D出来形管理など（P.09参照）

使用機材：レベル測量機・巻尺メジャー

施工内容： ２人測量 測量結果を野帳へ記入
手動で測量計算(機械高など)
別々測量(位置出しとレベル測量)

従来施工の内容

従来施工

ICT施工

施工の流れ

生 歩



起工測量(現況測量)時に計測する箇所は、従来の現況測量と変わらない。(計測箇所は減らない)
TSを用いることで、計測箇所の位置情報とレベルを一度に得られる。(計測回数は減少)

玄関

半地下車庫

カーポート 駐車場玄関 玄関

玄関 駐車場 玄関 月極駐車場 玄関

車庫

カーポート

SP20 SP30 SP40

計測箇所

Memo
上図はイメージであり、従来方法と同じく施工計画、縦横断設計等の検討に必要な個所を計測すること
TSの横断放射観測等モードで、●箇所を計測すると「測点・道路中心オフセット距離・標高」の3つが同時に
取得できるため、巻尺メジャー等での位置出しの作業が不要となる

電柱

人孔

官民境界

SP20,40･･･はLRと
道路中心を計測

民地の出入りや車庫前、
民民境界を計測

人孔や既存作工物を
計測

生 歩



起工測量(現況測量)計測データを、TS操作端末からPCへ設計に利用しやすい形式で移行、変換して
縦横断設計に利用する。

形式

データ出力

横断データSIMA

基本の流れ

SIMAﾃﾞｰﾀの出力方法

SIMAﾃﾞｰﾀをExcel変換方法

測点
現況

L民地高

計画

L民地高

L歩道

勾配

L縁石

計画高

L横断

勾配

センター

計画高

R横断

勾配

R縁石

計画高

R歩道

勾配

計画

R民地高

現況

R民地高

0.000 35.217 35.217 5.3% 35.147 2.0% 35.147 2.9% 35.125 0.0% 35.125 35.125

3.000 35.182 35.182 3.4% 35.138 2.0% 35.138 2.0% 35.138 -3.4% 35.094 35.094

8.120 35.347 35.347 0.7% 35.338 2.0% 35.338 2.0% 35.338 2.0% 35.364 35.364

10.000 35.395 35.395 -0.1% 35.396 2.0% 35.396 2.0% 35.396 2.1% 35.424 35.424

20.000 35.712 35.712 0.4% 35.707 2.0% 35.707 2.0% 35.707 7.6% 35.806 35.806

22.200 35.810 35.810 2.4% 35.778 2.0% 35.778 2.0% 35.778 8.9% 35.894 35.894

25.000 35.880 35.880 0.9% 35.868 2.0% 35.868 2.0% 35.868 10.5% 36.005 36.005

27.415 36.015 36.015 2.4% 35.984 2.0% 35.984 2.0% 35.984 6.9% 36.075 36.075

28.800 36.065 36.065 1.1% 36.050 2.0% 36.050 2.0% 36.050 7.0% 36.142 36.142

30.000 36.113 36.123 1.2% 36.107 2.0% 36.107 2.0% 36.107 7.1% 36.200 36.200

40.000 36.545 36.608 1.3% 36.591 2.0% 36.591 2.0% 36.591 4.4% 36.649 36.649

43.630 36.751 36.788 1.4% 36.770 2.0% 36.770 2.0% 36.770 2.5% 36.803 36.803

45.750 36.887 36.887 1.3% 36.870 2.0% 36.870 2.0% 36.870 1.5% 36.889 36.889

47.000 36.975 36.921 2.0% 36.921 2.0% 36.921 1.5% 36.941 36.941

49.750 37.041 37.036 2.0% 37.036 2.0% 37.036 1.5% 37.056 37.056

50.000 37.049 37.046 2.0% 37.046 2.0% 37.046 1.5% 37.066 37.066

51.000 37.065 37.087 2.0% 37.087 2.0% 37.087 2.5% 37.120 37.120

53.000 37.103 37.170 2.0% 37.170 2.0% 37.170 2.5% 37.203 37.203

53.750 37.121 37.222 1.5% 37.202 2.0% 37.202 2.0% 37.202 2.4% 37.233 37.233

55.880 37.234 37.303 1.0% 37.290 2.0% 37.290 2.0% 37.290 2.1% 37.317 37.317

56.000 37.241 37.308 1.0% 37.295 2.0% 37.295 2.0% 37.295 2.1% 37.322 37.322

60.000 37.398 37.481 1.5% 37.461 2.0% 37.461 2.0% 37.461 1.5% 37.481 37.481

67.350 37.693 37.693 1.5% 37.673 2.0% 37.673 2.0% 37.673 9.5% 37.798 37.798

70.000 37.806 37.806 1.2% 37.790 2.0% 37.790 2.0% 37.790 8.7% 37.904 37.904

73.900 37.972 37.972 0.8% 37.961 2.0% 37.961 2.0% 37.961 7.6% 38.060 38.060

80.000 38.211 38.257 0.5% 38.250 2.0% 38.250 2.0% 38.250 4.8% 38.313 38.313

90.000 38.632 38.724 0.0% 38.724 2.0% 38.724 2.0% 38.724 1.1% 38.739 38.739
91.500 38.706 38.794 0.8% 38.784 2.0% 38.784 2.0% 38.784 0.8% 38.794 38.794

生 歩



Memo
作業中の重機やダンプが支障となり後方交会用の工事基準点の見通しがとれないと、TSの配置換えが必要
起工測量(現況測量)時に、TS後方交会用の工事基準点を多く設置しておくと、ICT施工時にTSの設置場所に困
らない
土工・路盤工の施工状況やTS設置場所をイメージして工事基準点を多数設置すること

生



ICT活用工事特有のプロセスで、平面・縦断・横断を合体させ現場の３次元モデルを作成。
３次元設計データを作ることで、ICT施工(丁張設置・建機施工)と３D出来形管理ができる。
専用ソフトを用いて、使用したい作業(路床の出来形管理など)に合わせて作成する。

生



３次元設計データの作成は、意外とシンプル。
「道路中心」と「横断情報」の２つの要素しかない。

01 道路中心(平面)

構成要素とは
BP、EP、20ｍごと測点、縦断・横断変化点

BP

EP

ここでは、XY情報だけのため、 (平面)
状態

02 道路中心(高さ)

STEP 01の要素に高さ( )を加え、道路中
心が立体的になる

03

構成要素箇所の横断情報を入れる

横断情報

構成要素

BP、EP、20ｍごとの測点、平面折れ点：
測量成果簿、平面図などから引用

縦断折点、歩道逆勾配箇所、
その他管理側点(※)の測点：

これらは縦横断設計後に決定する箇所
※20mごとの測点以外の測点を管理測点とする

場合

縦横断設計後の各要素における道路中心の
FHを入力

に合わせて横断情報を作成する

ICT施工と3D出来形管理ができるようになる

完 成04

例1:掘削施工

部を入力する

例2:掘削の出来形管理 例3:凍上抑制層の施工と出来形管理

部を入力する

幅基準高

出来形計測する幅 出来形計測する基準高

部を入力する
出来形計測する幅 出来形計測する基準高

幅

基準高

※上図は凍上抑制層の出来形の場合

凍上抑制層

使用目的別の横断情報作成例i

生



ＢＰ・ＥＰ・20mごとの測点・縦断変化点基本作成する箇所 ：

平面変化点・歩道逆勾配箇所・その他管理測点(※)
※管理測点は20mごと以外の測点にする場合

必要に応じて入力する箇所：

各工種の管理測点のみ：

平面図 FH

施 工

出来形

道路土工：基準高・幅→40m/箇所
路盤工 ：基準高 →40m/箇所

幅 →80m/箇所
※厚さは掘り起こし測定

As舗装工：幅
→80m/箇所

※厚さはコア採取

道路中心

民地擦付のため計測・縦横断設計した箇所(出入口など)ICT施工範囲

道路(表層･縁石)FHの設計 3D設計データ入力に必要
道路FHから所定の高さを引き算

3D設計データの一つ

従来手法の施工範囲

ICT施工範囲外のため3D
設計ﾃﾞｰﾀは作成しない縦横断設計はするが3D

設計ﾃﾞｰﾀ作成は不要

生



0101

上記で作成した3D設計データを基に作成する。
上記作業により、ソフト上で横断図が完成しているので、基本、出来形管理で計測する箇所を画面上で
クリックするだけ。
出来形管理で計測する工種(路床･下層路盤など)のみ作成で良い。

基準高 幅

02 0303

生



丁張の設置にTSを活用することで、大幅に作業効率が向上する。
TSによる自動測量計算(機械高・設置高など)により、事前計算や手動計算が不要。

Memo
3次元設計データ作成により、現場のどの場所でもFHを把握できるため、事前計算が不要
※20ｍおきのSP点箇所や縦断折点箇所以外のFHも3次元設計データでは作られる

使用機材：レベル測量機・スケール

施工内容： ２人測量
事前計算が必要
手動で測量計算(機械高・設置高など)

従来施工の内容

従来施工

ICT施工

施工の流れ

共



出来形管理にTSを活用することで、大幅に作業効率が向上する。
１人計測、1工種1枚の写真管理、出来形帳票作成が自動となる。

Memo
3D設計データ値とTS実測値を比較し、リアルタイムでTSの操作端末に出来形の過不足も表示される
計測データをUSBケーブルなどでPC内の管理ソフトに取り込むだけで、出来形帳票が完成する

使用機材：リボンテープ・スケールなど

施工内容： 事前計算 水糸用丁張設置
複数人で計測 手入力出来形帳票作成
複数個所の写真撮影

従来施工の内容

従来施工

ICT施工

施工の流れ

生



各作業におけるTSの操作端末画面は以下のとおり。
TS操作アプリメーカーによって画面表示・操作方法は違うが、基本的に同じことができる。

SP.42.00 SP.42.00

共



CAD

3D設計

3D設計

共



3D設計

3D設計

▼▼

共



下図は、どの作業がICT活用にできるのかを、従来方法における施工フローの順番でまとめたもの。

FSS型(舗装修繕工)の3次元設計データ作成は、レーザープロファイラー結果を基に作成する。

※○数字はICT施工ステップ

舗装打換え工･補修工

レベリング工

従来どおりの施工

→ →

i

i

切

i

i



市策定単価
(TS１か月分)

見積 ICT積算
（国交省）

市策定単価
/従来積算

※3

市策定単価

(TS1か月分)

※4

従来積算 ③実施で２点

市策定単価
(プロファイラー)

見積 ICT積算
（国交省）

市策定単価
/従来積算

※3

市策定単価

(TS1か月分)

※4

従来積算 ③実施で２点

（※1）プロセス③で未実施(ICT建機施工未実施)の場合：ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理のみ

　　　 プロセス③で実施(ICT建機施工実施)の場合　　：施工履歴データを用いた出来形管理のみ

（※2）ＴＳ等光波方式を用いた出来形管理のみ

（※3）プロセス③で未実施(ICT建機施工未実施)の場合：市策定単価(ＴＳ１か月分)

　　　 プロセス③で実施(ICT建機施工実施)の場合　　：従来積算(金額変更なし)

（※4）ＴＳ費は、切削と表層あわせて最大１か月分とする

△

△

△

市策定単価
(AR活用データ作

成)

△

市策定単価
(AR活用データ作

成)

△
※2

○
1点/2点

△
※2

○
1点/2点

事前調査なし
（ﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰﾃﾞｰﾀ提供なし）

○ ○ ○
※1

事前調査あり
（ﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰﾃﾞｰﾀ提供あり）

○ ○ ○
※1

 

FSS型では、路面の現況調査としてTLS（地上型レーザースキャナー）等による面的調査ではなく、
レーザープロファイラーによる断面調査を基本とする。
発注者からの事前調査（プロファイラー調査データ）提供の有無により2つの施工モデルを設定。

切



過年度成果がある場合は、TSによる路面現況確認を行い、成果内容に問題がないか確認する。
過年度成果がない場合は、レーザープロファイラー調査による３D起工測量及び切削計画立案を行う。

Memo
切削計画には座標がないため、街区基準点もしくはGNSS等による世界測地系の基準点を現地に設置。
切削計画に座標を与えるための基準点設置にかかる経費は、見積により設計変更。
過年度成果ありのTS確認をレーザープロファイラーで行っても良い(ただし、設計変更はTS分)。

従来施工の内容

過年度成果がある

過年度成果がない

施工の流れ

使用機材：レーザープロファイラー・レベル測量機

施工内容： ２人測量 測量結果を野帳へ記入
手動で測量計算(機械高など)
別々測量(位置出しとレベル測量)

レーザープロファイラー

切



平面・縦断・横断の情報を合体して現場の３次元モデルを作成。
レーザープロファイラー結果を基に作成する切削計画(切削縦横断計画)を3D設計データ化する。
通常、切削計画には座標がないため、街区基準点もしくはGNSS等により世界測地系の座標を付与する。

01 02 03

Memo
座標付与用基準点の設置は2～3箇所程度について設計変更の対象とする。
TS後方交会用の基準点設置は設計変更の対象外。

i

切



切削工の出来形管理は、①ICT切削機による施工履歴、②TSによる出来形管理の２つがある。
ICT建機(切削機)施工を実施すると、切削と同時に出来形を取得できるので「施工履歴型」となる。
従来型切削機での施工の場合、切削後にTSによる出来形計測を行う。

01 02

01 02 03

切



AR技術は設計情報を現場に投影し、「現場の見える化」することができる。
AR技術活用は①施工イメージを関係者間で共有、②現場作業の効率化、③手戻りやミス等のメリット
などが挙げられる。
FSS型では、AR技術を活用した切削厚マーキングを「プロセス③ICT建機施工扱い」とする。

00

02

切

00 01

AR技術は、「現場の見える化」に様々な活用方法がある。



TSを用いた切削および表層の3D出来形管理では、専用アプリにより帳票が自動作成される。
表層厚さの出来形計測は、通常、1級TSの使用が必要だが、FSS型では3級TSの使用を認める。

個々の
測定値
(X)

平均の測定値
(X10)

※面管理の場合は測定
値の平均

厚さt
(切削)

-7 -2

厚さｔ
(ｵｰﾊﾞｰﾚｲ)

幅ｗ

延長Ｌ

平坦性 －

３ｍプロフィルメー
ター(σ)
          2.4mm以下
直読式（足付き）(σ)
          1.75mm以下

規格値

工種 測定項目 測定基準

オーバーレイ工事
（切削オーバーレイ
工）

切削厚さは40ｍ毎に「切削面と設計との基準
高の差」、オーバーレイの厚さは40ｍ毎に
「切削面とオーバーレイ後の基準高の差」、
もしくは「オーバーレイ後と設計との基準高
の差」で算出する。
測定点は車道中心線、車道端及びその中心と
する。
幅は、延長80ｍ毎に１ヶ所の割とし、延長80
ｍ未満の場合は、２ヶ所／施工箇所とする。
断面状況で、間隔、測点数を変えることが出
来る。
「３次元計測技術を用いた出来形管理領
（案）」の規定による測点の管理方法を用い
ることができる。

-9

-25

-100

FSS型(舗装修繕工)では、札幌市土木工事共通仕様書の出来形基準と一部
異なる点があるため注意すること(下表赤字部分)。

FSS型(舗装修繕工)実施要領P.8

従来施工では、現舗装高と切削後の基準高（実測値）の差で管理して
いるが、FSS型においては、切削の設計値（設計高）と切削後の基準高
の差で行う。

FSS型でも、従来型切削機施工の場合の表層厚さは、切削後の基準高（切
削出来形計測値）とオーバーレイ後の基準高の差で行う。

ICT建機(切削機)施工の場合は面管理の施工履歴型となり、断面管理より
精度が高いことから、表層出来形管理のために改めて切削面をTS計測す
ることを不要とし、オーバーレイ後の設計（表層設計基準高）との基準
高の差で行い、設計値との比較とする。

オーバーレイ工 に使用する機材は、国土地理院1級
と同等の精度が必要であるが、 では札幌市の実証実験結果を基に

、 とすることで、利便性を
高めている。ただし、

する。

なお、 ので、注
意すること。( )

使用する3級TSは、札幌市建設局ICT活用工事「First Step SAPPORO型
（舗装修繕工）」実施要領にある性能を満たす機材であること。

厚さの出来形管理

厚さの出来形管理

オーバーレイ工事以外の表層厚さ出来形管理は、ICT施工に
おいても となる。

Memo

切



3D設計

3D設計

切



下図は、どの作業がICT活用にできるのかを、施工フローの順番でまとめたもの。

縁石縦断計画の設計結果を3次元設計データにすることで、ICT建機等施工（丁張の設置）と3次元出来形管理を施工することが可能となる。

※○数字はICT施工ステップ
基準点・仮BM確認・道路中心・境界石確認

縦横断設計

既設舗装版等撤去

従来どおりの施工

Memo

歩

雨水桝修正

歩道路盤打換え・不陸整正＋舗装工

レベリング工

路面切削工

車道舗装工

i

ii



市策定単価
(TS１か月分)

市策定単価 市策定単価
(TS〇か月分)

※1

従来積算

※2

従来積算 ③実施で２点

（※1）縁石を設置した実際の期間に応じて、ＴＳのリース経費相当額を計上

（※2）プロセス③の縁石設置期間内で実施できるものと想定しているため、従来積算（金額変更なし）。

○
1点/2点

△
Ⅰ.基本型

△ ○ ○

歩道バリアフリー工事のFSS型は、「付帯構造物設置工(縁石工)」を対象工種とする。

歩

１０月６月 ７月 ８月 ９月

縁石工／区間① 縁石工／区間② 縁石工／区間③ 縁石工／区間④

縁石工／区間②一部

ＩＣＴ施工 ＩＣＴ施工 ＩＣＴ施工 従来施工

【プロセス③費用計上期間】

・縁石工の施工期間（6/20～9/10）

・計上月数＝83供用日／30日 ＝ 2.8月≒ 3カ月
ＩＣＴ施工

（受注者都合）

FSS型(歩道バリアフリー工)実施要領P.4



歩

＋市HPの様式を活用すれば、
X・Yのズレを黄色セルに入力
すると偏心量が計算される。



共



ICTの成果品としては、「横断のSIMAデータ」と「出来形管理帳票」「写真」を電子納品する。
3次元設計データの電子納品は不要としている。

共



●2025/03/27
P.24＿表層出来形管理における使用機材の注意

使用できる3級TSについて、国土地理院HPに記載された機材以外にも実施要領
にある性能を満たす機材があることから、「同院HP記載機材」から「実施要領
記載性能機材」に変更。

共

●2025/03/31
P.27＿電子納品および写真の一覧

切削オーバーレイ工事＞①3D出来形管理の電子納品物に誤りがあり、「な
し」に訂正。

●2026/03/30
＜FSS(舗装路面改良工)におけるAR技術活用の追加＞
・P.24＿ARを活用した切削厚マーキング
＜FSS（歩道バリアフリー工）の新設＞
・P.27＿歩道バリアフリー工事の施工フローとICT作業対象
・P.28＿歩道バリアフリー工事の施工モデル
・P.29＿TSによる３次元出来形管理（縁石工）
＜上記変更に伴う修正＞
・P.01＿目次
・P.19＿切削オーバーレイ工事の施工フローとICT作業対象
・P.31＿電子納品


